
 
 
 
 

 １ 貴社の企業概要について 

①貴社の会社名と、調査票にご回答いただく担当課をご記入ください。 
【会社名】                 【担当課】            

【本社/支社】 １ 本社（店） ２ 支社（店） ３ その他（            ） 
【住 所】 〒        名古屋市緑区                      
 

②質問①でご回答いただいた住所に勤務している従業員数をご記入ください。 
 また、従業員のうち、名古屋市内の居住者の人数が分かれば、ご記入ください。 
【従業員数】 総数       人（パート等含む） うち、名古屋市内        人 
 

③貴社の該当する業種をご記入ください。 （○は１つ） 
１ 建設業 ２ 製造業 ３ 情報通信業 ４ 運輸業 ５ 卸売・小売業 
６ 不動産業 ７ 飲食店・宿泊業 ８ サービス業 ９ その他（金融保険・医療・エネルギー等） 
 

④貴社の就業時間についてご記入ください。 
 当てはまる就業時間を選択した上で、その具体的な時間帯をご記入ください。 
１ 通常の勤務体系  ⇒ 就業時間 ：   時   分～   時   分 
２ 交代制の勤務体系 ⇒ 交代回数 ：    交代制 勤務時間：             
３ フレックスタイム制⇒ コアタイム：   時   分～   時   分 
４ その他（                                ） 
 

⑤今の場所に会社を立地してからの経過年数をご記入ください。 （○は１つ） 
１ １年未満   ２ １～５年未満   ３ ５～１０年未満 
４ １０～２０年未満  ５ ２０～３０年未満  ６ ３０年以上 
 

⑥貴社で保有する社有車の台数をご記入ください。 
【普通車】       台 ※軽自動車を含む   【大型車】       台 
 

⑦貴社の自動車、自動二輪・原付の駐車場や、自転車の駐輪場の確保台数をご記入ください。 
 それぞれ、従業員用、来客者用、社有車用の別にご記入ください。なお、とくに区分していな 
 い場合は、「従業員用」欄に全台数を記入した上で、備考欄に「区分なし」と記載してください。 
 

 従業員用 来客者用 社有車用 備考 
自動車用駐車場    台    台    台  
自動二輪・原付用駐車場    台    台    台  
自転車駐輪場    台    台    台  

 

⑧貴社では最寄り駅や会社の寮等から、従業員の通勤用送迎バスを運行していますか。（○は１つ） 
 運行している場合は、全ての送迎バスの運行ルートをご記入ください。 
１ 運行している 
２ 運行していない 
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■運行ルートをご記入ください（○○駅⇒会社 等） 



 

 ２ 従業員の通勤交通の現状について 

①貴社の従業員（パート等含む）の通勤手段別の通勤手当の支給基準と、その具体的な内容を 
 下表の(例)に合わせてご記入ください。 
 ※「通勤手当支給基準」は、ア～カの選択肢から選んでご回答ください。 
 

 通勤手当 
支給基準 具体的な通勤手当の内容 

(例)自家用車通勤 ア 自宅最寄り駅から会社最寄り駅までの定期代相当額を支給 

自家用車   自動車 

通勤 社有車   
公共交通通勤   

バイク・原付通勤   
自転車通勤   
徒歩通勤   

 
 
 
 

②鉄道利用時の通勤手当について、「自宅から駅まで」、「駅から会社まで」の移動に、別途通勤手 
 当を支給する基準はありますか？基準がある場合には、その具体的な内容をご記入ください。 
 （例）自動車を、自宅最寄りの駅に駐車する場合、駐車場料金を支給する基準がある。 
 

 自宅から駅まで 駅から会社まで 具体的な通勤手当の内容 
(例)自動車 １ ある ２ ない １ ある ２ ない 駅の駐車場料金を支給 

自動車 １ ある ２ ない １ ある ２ ない  
バイク・原付 １ ある ２ ない １ ある ２ ない  

自転車 １ ある ２ ない １ ある ２ ない  
徒歩 １ ある ２ ない １ ある ２ ない  

 

③鉄道やバスなど、公共交通機関で通勤している従業員について、従業員が最も使っていると 
 思われる会社の最寄り駅、バス停をご記入ください。 
【鉄道駅】        駅  【バス停】        バス停 
 

④自動車通勤について、貴社の方針に最も近い考え方は以下のうちどちらですか。（○は１つ） 
１ 条件付で認めている   ２ 従業員の自由に任せている 

３ 自動車通勤を推奨している  ４ 本社等の判断に任せている 

５ 原則禁止している（質問⑥へ） 
 

⑤上の質問④で「１ 条件付で認めている」～「４ 本社等の判断に任せている」と回答された、 
 何らかの形で自動車通勤を認めている企業にお聞きします。 
 自動車通勤を認めている理由はどのようなものですか？（あてはまるもの全てに○） 
１ 事業所への公共交通の利便性が低いため ２ 公共交通に不便な所に居住する従業員のため 

３ 早朝勤務があるため   ４ 深夜勤務・残業があるため 

５ 従業員に自動車通勤の希望が多いため ６ 自動車通勤の方が通勤費用が少なくて済むため 

７ 通勤車を業務で利用することがあるため ８ その他（                 ） 

選択肢 ア 公共交通定期代支給 イ 定期券現物支給 ウ 燃料費や距離に応じて支給 
    エ 一律一定額で支給 オ 支給していない カ その他 



⑥貴社の通勤手当の支給基準を設定した際に、通勤手当の総額抑制や、従業員の適切な通勤手段 
 選択への誘導などの視点で、とくに工夫した点や取り組みなどを行っていますか。 
 行っている場合は具体的内容をご記入ください。 
 

 

 
 

 

 ３ 通勤交通のあるべき姿について（環境への配慮など） 

①一般的に、公共交通、自転車、徒歩による通勤交通は、自動車に比べて環境負荷が少ないとい 
 われています。貴社として、環境に配慮した通勤交通を実現するために、取り組みを行ってい 
 ますか？また、行う予定はありますか？ 行っている場合、予定がある場合は、その具体的な 
 取り組みをご記入ください。 ※取り組み例：自転車通勤手当の優遇、送迎バスの運行など （○は１つ） 
１ 既に取り組んでいる 
２ 今は取り組んでいないが、今後取り組む予定がある 
３ 今後も取り組む予定はない 
 
②社員の通勤交通について、どのような点を重視することが、会社全体として望ましいと考えま 
 すか？ア～キそれぞれについて、「１ 重要でない～５ とても重要」の５段階でご回答ください。 
 １ 

重要 
でない 

２ 
あまり 

重要でない 

３ 
どちらでも 

ない 

４ 
やや 
重要 

５ 
とても 
重要 

ア 交通費が安いこと １ ２ ３ ４ ５ 

イ 所要時間が短いこと １ ２ ３ ４ ５ 

ウ 到着時間が正確なこと １ ２ ３ ４ ５ 

エ 環境への影響が少ないこと １ ２ ３ ４ ５ 

オ 移動が楽なこと １ ２ ３ ４ ５ 

カ 事故の危険性が低いこと １ ２ ３ ４ ５ 

キ 労災等が適用できること １ ２ ３ ４ ５ 
 
③貴社では、従業員に対して「交通」に関する教育活動（交通安全セミナー、環境負荷の少ない 
 交通の指導など）を行っていますか？行っている場合は、具体的な内容をご記入ください。 
１ 実施している 
２ 実施していない 
 
 
④その他、通勤交通についてお気づきの点などあれば、ご自由にご記入ください。 
 
 
 
 

■実施している交通教育を具体的にご記入ください。例：従業員への交通安全教育など 

■具体的な取り組みの内容 



 

 ４ 貴社の業務活動内での自動車の運用について 

①貴社の業務活動の中での自動車（社有車、自家用車含む）の運用についてお伺いします。 
 自動車を使う業務活動の内容ごとに、自動車の利用頻度、利用抑制の方法についてご記入ください。 
 ※「自動車利用頻度」は、現在の利用頻度をア～オの選択肢から選んでご回答ください。 
 ※「自動車利用抑制の方法」は、現在の“自動車利用頻度”を減らすことを想定した場合の 
  手段として実際に考えられるものを、Ａ～Ｅの選択肢から選んでご回答ください。 
 

 

 自動車 
利用頻度 

自動車利用 
抑制の方法 

「Ｅ 今のまま変えられない」を選んだ 
具体的な理由（事由記入） 

関連企業等への営業回り    
客先との打合せ    
商品・物品の運搬    
来客・役員等の送迎    

 
 
 
 
 
 

②上記質問①以外で、自動車を使う貴社特有の業務活動があれば、ご記入ください。 
 
 
 

③名古屋市では、環境に配慮した業務活動に取り組む企業や、環境負荷の少ない自動車運転に取 
 り組む企業等に対して、以下のような認定制度、企業募集を行っています。 
 これらの制度等への認定、登録状況についてお答えください。 
 

 既に認定・登録 
を受けている 

認定・登録は受けて 
ないが知っている 知らなかった 

エコ事業所認定制度 ① ② ③ 
エコドライブマイスター認定制度 ① ② ③ 
アイドリング・ストップ運動協力企業 ① ② ③ 

 
④上記③に挙げた３つの名古屋市での取り組みのうち、今後、認定・登録を受けたいと思うものはありま 
 すか？    ※既に認定・登録を受けているものは、継続する予定のあるものに○をつけてください。 
１ エコ事業所認定制度 ２ エコドライブマイスター認定制度 ３ アイドリング・ストップ運動協力企業 
 
⑤最後に、名古屋市では今後、今回のようなアンケート調査など、継続的に調査を進めて行きたいと考えています。 
 これらの調査にご協力いただける場合には、担当者のご所属、お名前、メールアドレス、電話番号をご記入ください。 
 なお、本調査でいただいた企業情報は、引き続き地下鉄の開通後においても実施する予定の「よりよい交通のあり方」 
 に関するアンケート調査にのみ利用させていただくもので、他の目的に使用することはありません。個人情報保護法に 
 基づき、厳重に管理します。 
 

【ご所属】                 【お名前】                

【e-mail】                  【電話番号】               

選択肢 ア ほぼ毎日 
 イ 週２～３回程度 
 ウ 週１回程度 
 エ 月２～３回程度 
 オ 月１回以下 

選択肢 Ａ 公共交通に転換して回数を減らす 
 Ｂ 自転車・徒歩に転換して回数を減らす 
 Ｃ 運送の効率化等で回数を減らす 
 Ｄ 社有車の使用条件を厳しくする 
 Ｅ 今のまま変えられない（理由を記入） 

以上で、アンケートは終了です。ご協力ありがとうございました 



 
 
 
 
 
 

 １ 日常の通勤交通について 

①あなたの「自宅」から「会社」までの通勤経路や交通手段について、記入例を参考に記入して 
 ください。クルマで「会社」まで行く場合は、（ ）内に“クルマ”と書いてください。 
 

（例）自宅から“ 自転車” で最寄り駅まで行き“ 地下鉄” で野並駅へ。その後“ 市バス” で 
   会社最寄りバス停まで行き、“ 徒歩” で会社に行く場合 
記入例：自宅→（自転車）→○○駅→（地下鉄）→野並駅→（市バス）→○○バス停→（徒歩）→目的地【会社】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②「クルマ」で通勤している方にお聞きします。クルマ通勤をする理由は、次のうちどれですか？

１番目の理由に◎、２番目の理由に○をつけてください。（◎、○はそれぞれ１つずつ） 
１ 会社が鉄道駅から遠いため  ２ 自宅が鉄道駅から遠いため 
３ クルマの方が費用がかからないため ４ 鉄道駅までの交通手段が無いため 
５ 早朝、深夜の特殊な勤務体系のため（鉄道が使えない時間に通勤等が発生） 
６ 業務内容としてクルマが必須なため（営業回りに使う等） 
７ いつも荷物を運ぶ必要がありクルマが必須なため 
８ 行き・帰りの途中で他の場所に立ち寄るため（買い物、子どもの送迎など） 
９ その他（                               ） 
 

③現在、あなたが通勤をする際に、公共交通を利用することはありますか？（○は１つ） 
１ いつも利用している   ２ ほとんど利用しない 
３ 状況によって利用する（具体的には？               ）例：お酒を飲むときなど 
 

④現在通勤時に公共交通を利用するとしたら、どの駅・バス停で乗り・降りをすると思いますか？ 
乗る駅・バス停（           ） ⇒ 降りる駅・バス停（           ） 
 

⑤地下鉄桜通線は平成 23 年３月 27 日に、現在の終点「野並駅」から東に約 4.2km 延伸され、 

 新たに４つの地下鉄駅が設置されます。この地下鉄の延伸について、ご存知でしたか？ 
１ 知っていた   ２ 知らなかった 
 

⑥あなたはこれをきっかけとして、今の通勤手段を変えていく予定はありますか？ 

 現在のご予定をお答えください。（○は１つ） 
 

１ 今の通勤手段を変えると思う 
２ 利用する駅・バス停は変わると思う 
３ 今の通勤手段を変えないと思う 
４ 今のところ考えていない 
５ よくわからない、判断できない 
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裏面へ‥ 

その回答を選んだ理由をご記入ください 
(例)家の近くに駅ができるから 

【記入欄】 



 

 ２ あなたご自身のことについて 

①あなたのお住まいの住所はどちらですか？ 【郵便番号】と【住所】をご記入ください。 
【郵便番号】     －       （7 桁番号） 

【住  所】 愛知県       市・町              ※丁目までで結構です。 
 

②性別・年齢 （○は１つ） 
【性別】 １ 男性 ２ 女性  【年齢】（     ）歳 
 

③あなたは運転免許をお持ちですか？ また、自由に使えるクルマはありますか？（○は１つ） 
１ 運転免許を持っており、自由に使えるクルマもある 
２ 運転免許を持っているが、自由に使えるクルマはない 
３ 運転免許を持っていない 
 

④あなたが交通手段を選ぶとき、どのような点を重視しますか？ ア～キまでのそれぞれについ 
 て、「１ 重要でない～５ とても重要」の５段階で、あてはまるものに○をつけてください。 
 

 １ 
重要 

でない 

２ 
あまり 

重要でない 

３ 
どちらでも 

ない 

４ 
やや 
重要 

５ 
とても 
重要 

ア 交通費が安いこと １ ２ ３ ４ ５ 
イ 所要時間が短いこと １ ２ ３ ４ ５ 
ウ 到着時間が正確なこと １ ２ ３ ４ ５ 
エ 環境への影響が少ないこと １ ２ ３ ４ ５ 
オ 移動が楽なこと １ ２ ３ ４ ５ 
カ 安全性が高いこと １ ２ ３ ４ ５ 
キ 健康づくりになること １ ２ ３ ４ ５ 

 

⑤このアンケート調査票とともに、「よりよい交通のあり方」を考えるきっかけとなるリーフレットを同封 
 しました。このリーフレットをご覧になって、一番興味を持ったことは、どれですか？（○は１つ） 
１ 健康のこと「クルマ通勤を電車通勤に変えたらどのくらいの運動をしたことになるの？」 
２ お金のこと「実際、クルマにはいくらかかっているの？」 
３ 事故のこと「一生のうちで人身事故を起こす確率はどのくらい？」 
４ 環境のこと「地球温暖化対策は何から始めると効果が高いの？」 
 

⑥最後に、普段のお出かけの中で、クルマの利用を今より少しでも減らすことはできると思いま 
 すか？ できると思う項目全てに○をつけて下さい。 
１ クルマの代わりに、地下鉄やバスで行く 
２ クルマの代わりに、自転車や徒歩で行く 
３ クルマで出かけるときは、１度に色々な用事を済ますようにする 
４ クルマで出かけるときは、できるだけ家族や友達と一緒に乗り合いで行くようにする 
５ 買い物や遊びに行くとき、クルマを使わなくても良い場所を選ぶようにする 
６ 今もクルマをあまり利用しておらず、今後も利用しないと思う 
７ その他（                               ） 
 

以上で、アンケートは終了です。ご協力ありがとうございました 


